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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 38,311 ― 398 ― 505 ― 220 ―

20年3月期第2四半期 62,374 12.8 1,558 1.0 1,623 0.9 △2,299 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 7.18 ―

20年3月期第2四半期 △74.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 99,910 46,243 46.3 1,504.26
20年3月期 95,734 46,569 48.6 1,514.64

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  46,243百万円 20年3月期  46,569百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 11.50 11.50
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 11.50 11.50

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 90,500 △14.2 1,150 △12.4 1,300 △9.3 1,000 ― 32.53

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 
１．連結業績予想については、平成20年10月30日に発表した数値から変更ありません。 
２．本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業 
  績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、２ページ【定性 
  的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指 
  針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  31,704,400株 20年3月期  31,704,400株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  962,474株 20年3月期  958,234株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  30,743,633株 20年3月期第2四半期  30,753,839株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、エネルギー・原材料価格の高騰や輸出の増勢鈍化の
影響から企業収益が減少した結果、設備投資は横ばいとなりました。さらに、雇用所得の伸び悩みを受け
て個人消費が停滞し、低調な公共投資と相まって景気は停滞しました。  
  主たる事業領域である建設業界におきましては、官公庁工事が引き続き低調に推移するなか、民間工事
においても世界規模の金融市場の混乱を受けて新規案件が減少しており、主要資材価格の高止まりと相ま
って熾烈な価格競争が続くなど、建設業界を取り巻く環境は一段と厳しさを増しました。  
 このような環境の下、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は383億11百万円、連結営業利益は３億
98百万円、連結経常利益は５億５百万円、連結四半期純利益につきましては、２億20百万円となりまし
た。  
 
 事業の種類別セグメントの実績は次のとおりであります。  
 
【建設事業】  
  受注高は320億88百万円となりました。そのうち土木工事は107億９百万円、建築工事は213億79百万円
であり、これらの発注者別内訳は官公庁15.3％、民間84.7％となりました。  
 売上高は、380億80百万円、そのうち土木工事は156億33百万円、建築工事は224億47百万円であり、こ
れらの発注者別内訳は官公庁20.7％、民間79.3％となりました。  
 この結果、第３四半期への繰越高は843億65百万円となりました。  
 
【その他の事業】  
 ゴルフ場事業の売上高は、２億30百万円となりました。  
  

(資産) 
当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて41億76百万円増加し、999億10

百万円となりました。  
 流動資産は、現金預金の増加等により48億49百万円の増加、固定資産は、投資有価証券の減少等により
６億72百万円の減少となりました。  
(負債) 
当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて45億１百万円増加し、536億66

百万円となりました。  
 流動負債は、短期借入金の増加等により46億62百万円の増加、固定負債は、繰延税金負債の減少等によ
り１億61百万円の減少となりました。 
(純資産) 
当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、その他有価証券評価差額金が減少したため、前連結会計

年度末に比べて３億25百万円減少し、462億43百万円となりました。 
  

当社グループの売上高は、建設業の特性として工事の完成引渡しが下半期、特に第４四半期に偏る傾向
があること、また大型完成基準工事の完成時期にも影響を受けることなどから、通期の業績予想に対し第
２四半期の売上高及び利益の割合には多少の変動があります。  
 平成21年３月期の連結業績予想につきましては、平成20年10月30日に修正発表を行い、売上高905億
円、営業利益11億50百万円、経常利益13億円、当期純利益10億円としております。  
 今後の見通しにつきましては、資材価格の動向に加え、世界規模の金融危機の影響により景気後退が懸
念され、先行き不透明な状況が予想されるなど、想定した事業環境が大きく変化しているため、今後の情
報収集等により見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。  
 
※（将来に関する記述等についてのご注意）  
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。  
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。
  
②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ
っております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差
異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14
日 企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会
平成19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸
表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  
② 材料貯蔵品として保有するたな卸資産の評価基準については、従来、原価法によっておりました
が、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成
18年７月５日 企業会計基準第９号)を適用し、原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基
づく簿価切下げの方法)に変更しております。 
 これによる損益に与える影響はありません。 

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金預金 12,880 6,858 

受取手形・完成工事未収入金等 34,488 39,371 

有価証券 2,600 － 

未成工事支出金 30,053 28,784 

不動産事業支出金 818 577 

材料貯蔵品 409 58 

未収入金 3,761 4,825 

その他 1,394 1,079 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 86,404 81,555 

固定資産 

有形固定資産 5,533 5,624 

無形固定資産 573 696 

投資その他の資産 

投資有価証券 6,288 6,846 

長期貸付金 104 121 

その他 1,239 1,122 

貸倒引当金 △233 △232 

投資その他の資産合計 7,399 7,858 

固定資産合計 13,506 14,179 

資産合計 99,910 95,734 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形・工事未払金等 17,661 17,582 

短期借入金 5,500 － 

1年内返済予定の長期借入金 48 48 

未払金 253 5,106 

未払法人税等 61 59 

未成工事受入金 20,983 16,856 

不動産事業受入金 250 － 

完成工事補償引当金 123 146 

賞与引当金 503 527 

工事損失引当金 306 543 

その他 315 472 

流動負債合計 46,007 41,344 

固定負債 

長期借入金 24 48 

退職給付引当金 3,249 3,260 

役員退職慰労引当金 725 672 

繰延税金負債 1,094 1,225 

その他 2,565 2,615 

固定負債合計 7,659 7,820 

負債合計 53,666 49,165 

純資産の部 

株主資本 

資本金 5,296 5,296 

資本剰余金 4,315 4,315 

利益剰余金 35,458 35,591 

自己株式 △480 △478 

株主資本合計 44,589 44,724 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 1,654 1,845 

評価・換算差額等合計 1,654 1,845 

純資産合計 46,243 46,569 

負債純資産合計 99,910 95,734 

㈱大本組(1793)　平成21年３月期　第２四半期決算短信

- 5 -



(2)【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日)

売上高 

完成工事高 38,311

売上高合計 38,311

売上原価

完成工事原価 35,489

売上原価合計 35,489

売上総利益 

完成工事総利益 2,821

売上総利益合計 2,821

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 2,422

営業利益 398

営業外収益 

受取利息 63

受取配当金 65

受取賃貸料 70

その他 1

営業外収益合計 201

営業外費用

支払利息 38

賃貸収入原価 31

シンジケートローン手数料 15

その他 8 

営業外費用合計 93

経常利益 505

特別利益

固定資産売却益 5

貸倒引当金戻入額 0

その他 1

特別利益合計 6

特別損失

固定資産売却損 0

投資有価証券評価損 235

その他 4

特別損失合計 239

税金等調整前四半期純利益 272

法人税、住民税及び事業税 51

法人税等合計 51

四半期純利益 220
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 

完成工事高 17,570 

売上高合計 17,570 

売上原価 

完成工事原価 16,206 

売上原価合計 16,206 

売上総利益 

完成工事総利益 1,364 

売上総利益合計 1,364 

販売費及び一般管理費 

販売費及び一般管理費合計 1,195 

営業利益 168 

営業外収益 

受取利息 36 

受取配当金 0 

受取賃貸料 35 

その他 1 

営業外収益合計 73 

営業外費用 

支払利息 20 

賃貸収入原価 15 

シンジケートローン手数料 12 

その他 5 

営業外費用合計 54 

経常利益 187 

特別利益 

ゴルフ会員権売却益 0 

貸倒引当金戻入額 0 

その他 0 

特別利益合計 0 

特別損失 

固定資産売却損 0 

投資有価証券評価損 57 

その他 0 

特別損失合計 57 

税金等調整前四半期純利益 129 

法人税、住民税及び事業税 25 

法人税等合計 25 

四半期純利益 104 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 272 

減価償却費 242 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10 

賞与引当金の増減額（△は減少） △24 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △22 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △237 

受取利息及び受取配当金 △128 

支払利息 38 

投資有価証券評価損益（△は益） 235 

ゴルフ会員権評価損 2 

固定資産除却損 0 

固定資産売却損益（△は益） △4 

投資有価証券売却損益（△は益） 0 

ゴルフ会員権売却損益（△は益） △0 

売上債権の増減額（△は増加） 4,883

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,268 

たな卸資産の増減額（△は増加） △591 

仕入債務の増減額（△は減少） 79 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 4,126

その他の流動資産の増減額（△は増加） 775 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,249

その他の固定資産の増減額（△は増加） 25 

その他の固定負債の増減額（△は減少） 3 

未払消費税等の増減額（△は減少） △428 

未収消費税等の増減額（△は増加） △211 

小計 6,510 

利息及び配当金の受取額 118 

利息の支払額 △36 

特別退職金の支払額 △3,122 

法人税等の支払額 △25 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,444 
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（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 △3,518 

定期預金の払戻による収入 1,918 

有価証券の取得による支出 △1,100 

有価証券の償還による収入 600 

有形固定資産の取得による支出 △19 

有形固定資産の売却による収入 54 

無形固定資産の取得による支出 △2 

投資有価証券の取得による支出 △303 

投資有価証券の売却による収入 2 

投資有価証券の償還による収入 300 

貸付金の回収による収入 23 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,043 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,500 

長期借入金の返済による支出 △24 

自己株式の取得による支出 △1 

自己株式の売却による収入 0 

配当金の支払額 △353 

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,120 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,522 

現金及び現金同等物の期首残高 6,840 

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,362 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日

企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成

19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」

に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

  
当第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

  該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

 当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 
 全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める建設事業の割合がいずれも90％を超え
ているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

２．所在地別セグメント情報 

 当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 
 在外連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

３．海外売上高 

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 
  海外売上高がないため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  
  該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前四半期に係る財務諸表等 

中間連結損益計算書                  

                                                   (単位：百万円） 

 
  

「参考資料」

科  目

前中間連結会計期間
自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日

金 額 百分比

％

Ⅰ 売上高

    完成工事高 62,374   100

Ⅱ 売上原価

  完成工事原価 57,975 92.9 

  売上総利益

      完成工事総利益 4,398 7.1 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,840 4.6 

  営業利益 1,558 2.5 

Ⅳ 営業外収益

  受取利息 48

  受取配当金 61

  受取賃貸料 72

  その他 7 189 0.3 

Ⅴ 営業外費用

    支払利息 45

  賃貸料原価 32

  シンジケートローン手数料 10

  工事前受保証料 16

  受取手形売却損 14

  その他 5 124 0.2 

  経常利益 1,623 2.6 

Ⅵ 特別利益

    投資有価証券売却益 0

  投資先残余財産分配益 0

  貸倒引当金戻入益 0

  課徴金納付差額 25

    その他特別利益 0 27 0.1 

Ⅶ 特別損失

  投資先残余財産分配損 7

  投資有価証券評価損 82

  貸倒引当金繰入額 68

  じん肺訴訟和解金 14 173 0.3 

  税金等調整前中間純利益 1,477 2.4 

    法人税、住民税及び事業税 10

    法人税等調整額 3,766 3,777 6.1 

    中間純損失(△) △2,299 △ 3.7
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 四半期個別受注の概況 

  

 (1) 個別受注実績 

 
  (注) ％表示は、前年同四半期比増減率 

  

 (参考) 受注実績内訳                            

                                            (単位：百万円) 

 
     (注) ( )内の％表示は、構成比率 

  

(2) 個別受注予想 

 
 (注) ％表示は、前年同期比増減率 

6. その他の情報

受 注 高

平成21年３月期第２四半期累計期間    32,088 百万円   △17.4％

平成20年３月期第２四半期累計期間    38,838   △33.5

区分
平成21年３月期    

第２四半期累計期間
平成20年３月期    

第２四半期累計期間
比較増減 増減率

建 
設 
事 
業

土 
木

官公庁       4,177   (  13.0％)   5,031  (  12.9％)   △853   △17.0％

民 間       6,532   (  20.4  )   7,321  (  18.9 )   △789   △10.8

計     10,709   (  33.4 )   12,353  (  31.8 )  △1,643   △13.3

建 
築

官公庁          742   (   2.3 )     32  ( 0.1 )    710   2,186.0

民 間     20,636   (  64.3 )   26,452  (  68.1 )  △5,816   △22.0

計      21,379   (  66.6 )   26,484  (  68.2 )  △5,105   △19.3

計

官公庁       4,919   (  15.3 )   5,063  (  13.0  )   △143    △2.8

民 間      27,168   (  84.7 )   33,774  (  87.0 )  △6,605   △19.6

計      32,088   ( 100.0 )   38,838  ( 100.0 )  △6,749   △17.4

不動産事業          ―   ( ― )       ―  ( ― )     ―     ―

合   計      32,088   ( 100.0 )   38,838  ( 100.0 )  △6,749   △17.4

受 注 高

平成21年３月期予想    85,000 百万円    △0.3％

平成20年３月期実績    85,230   △12.5
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